
委
員　

市
は
、
高
齢
化
社
会
に
対

応
す
る
た
め
、
誰
も
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
﹁
み
ち
づ
く
り
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
整
備
事
業
﹂
を
進
め

て
い
る
。
そ
こ
で
、
今
年
度
に
施

工
す
る
場
所
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
市
内
全
域
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
完
了
さ
せ
る
に
は
、
何

年
ぐ
ら
い
で
終
え
る
計
画
を
持
っ

て
い
る
か
聞
き
た
い
。

土
木
課
長　

平
成
15
年
度
の
計
画

は
、
第
二
小
学
校
付
近
の
３
路
線

と
府
中
本
町
駅
北
口
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
前
か
ら
市
役
所
に
向
か
っ
て

の
都
道
ま
で
で
あ
る
。

　

13
年
度
か
ら
始
め
た
事
業
な
の

で
、
今
後
、
国
・
都
の
補
助
金
の

動
向
を
見
な
が
ら
財
政
当
局
と
調

整
を
取
り
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。

委
員　

平
成
15
年
度
、
学
校
図
書

館
へ
専
門
職
員
が
配
置
さ
れ
る
が
、

そ
の
取
組
み
と
日
程
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
配
置
職
員
の
役
割
と
募

集
方
法
、
採
用
の
基
準
や
資
格
条

件
な
ど
を
聞
き
た
い
。

指
導
室
指
導
担
当
主
幹　

15
年
度
、

各
学
校
の
体
制
が
固
ま
り
次
第
、

学
校
図
書
館
活
用
推
進
委
員
会
を

つ
く
り
、
担
当
す
る
職
員
の
研
修

や
各
学
校
で
の
運
営
に
つ
い
て
、

検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

配
置
職
員
の
役
割
は
、
司
書
教

諭
の
補
助
を
行
う
こ
と
で
、
学
校

長
、
教
頭
、
司
書
教
諭
の
指
示
に

従
い
、
業
務
を
行
う
。

　

募
集
方
法
は
、
広
報
で
募
集
し
、

採
用
基
準
は
、
司
書
教
諭
、
司
書
、

教
員
免
許
の
資
格
を
有
す
る
者
を

想
定
し
て
い
る
。

委
員　

リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
て

い
く
中
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回

収
袋
が
設
置
さ
れ
、
市
民
の
分
別

意
識
が
高
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

　

よ
り
分
別
を
向
上
さ
せ
る
意
味

か
ら
も
、
こ
の
回
収
袋
の
設
置
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
べ

き
と
思
う
が
、
平
成
15
年
度
予
算

で
は
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

聞
き
た
い
。

環
境
安
全
部
次
長　

15
年
度
は
３

０
０
か
所
を
増
設
し
、
16
年
度
末

に
は
１
０
０
０
か
所
を
予
定
し
て

い
る
。
な
お
、
回
収
袋
は
、
必
要

に
応
じ
て
対
応
し
、
今
後
も
、
市

民
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
い
、

資
源
循
環
型
社
会
へ
の
取
組
み
を

強
化
し
て
い
き
た
い
。

委
員　

財
政
調
整
基
金
は
、
災
害
な
ど
で

緊
急
に
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
使
う
と
い

う
の
が
本
来
の
趣
旨
で
、
あ
る
程
度
蓄
え

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
市
税
が
減
収
し
て

い
く
た
び
に
取
り
崩
す
の
で
は
、
緊
急
の

際
の
活
用
に
不
安
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
基
金
に
つ
い
て
、
市
の

考
え
を
聞
き
た
い
。

財
務
部
長　

財
政
調
整
基
金
は
、
主
に
財

源
不
足
の
穴
埋
め
や
、
地
方
債
の
繰
上
償

還
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
に
積
立
を
行
っ

て
い
る
。
基
金
は
、
市
税
の
減
収
分
に
は

充
て
な
い
よ
う
な
方
法
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
お
り
、
今
後
、
十
分
検
討
し
、
減

収
に
伴
い
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な

い
よ
う
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
。

委
員　

け
や
き
並
木
は
、
大
変
歴
史
が
あ

り
、
市
民
に
と
っ
て
大
切
な
財
産
で
あ
る
。

府
中
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る
け
や
き
並

木
を
、
こ
れ
か
ら
も
、
し
っ
か
り
と
保
存

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

し
か
し
、
最
近
、
車
の
排
気
ガ
ス
等
に

よ
り
、
保
存
状
態
が
心
配
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
け
や
き
並
木
を
遊
歩
道
に
す

る
考
え
が
あ
る
か
聞
き
た
い
。

助
役　

け
や
き
並
木
を
市
民
の
憩
い
の
場
、

公
園
な
ど
と
し
て
整
備
す
る
方
策
は
、
そ

の
通
り
だ
と
思
う
。

　

た
だ
し
、
交
通
事
情
な
ど
も
あ
る
が
、

前
向
き
に
、
そ
し
て
実
現
す
る
よ
う
に
、

今
後
と
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

委
員　

景
気
の
状
況
が
一
段
と
厳
し
さ
を

増
す
中
、
市
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
と
、

平
成
15
年
度
の
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

財
務
部
長　

平
成
15
年
度
は
、
市
税
の
大

幅
な
減
収
と
、
利
子
割
交
付
金
も
減
額
と

な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
ま
た
、
収
益
事

業
も
先
行
き
不
透
明
で
依
然
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。
し
か
し
、
健
全
財
政
に
向
け
た

取
組
み
を
更
に
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を

基
本
と
し
た
歳
出
の
見
直
し
を
行
う
と
と

も
に
、
公
共
施
設
の
改
修
・
耐
震
化
な
ど

の
緊
急
課
題
、
子
育
て
支
援
施
策
を
始
め

と
す
る
新
た
な
施
策
を
展
開
す
る
必
要

が
あ
り
、
積
極
的
な
予
算
編
成
を
行
っ
た
。

委
員　

府
中
駅
南
口
再
開
発
ビ
ル
内
の
子

育
て
支
援
中
核
施
設
の
床
購
入
費
が
予
算

計
上
さ
れ
て
い
る
。
十
分
な
審
議
が
な
さ

れ
て
い
な
い
ま
ま
で
の
事
業
展
開
が
進
む

こ
と
は
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
市
が
委
託
契
約
し
て
い
る
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー﹁
し
ら
と
り
﹂の

事
業
を
検
証
し
た
上
で
、
今
回
の
事
業
展

開
と
な
っ
た
の
か
聞
き
た
い
。

子
育
て
支
援
本
部
長　

同
セ
ン
タ
ー﹁
し

ら
と
り
﹂の
運
営
実
績
は
十
分
な
も
の
が

あ
り
、
そ
の
中
で
、
子
育
て
交
流
事
業
の

拡
充
が
強
く
望
ま
れ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
よ
り
多
く
の
親
子
が
利
用
で

き
る
交
通
至
便
な
府
中
駅
前
に
中
核
施
設

を
設
置
し
、
交
流
や
相
談
の
幅
を
拡
大
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

委
員　

平
成
15
年
度
に
、
学
童
ク
ラ
ブ
や

公
立
幼
稚
園
の
在
り
方
検
討
協
議
会
が
設

置
さ
れ
る
が
、
民
間
委
託
が
前
提
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
市
民
評
価
協
議
会
の

報
告
書
に
あ
る
よ
う
に
、
行
政
の
責
任
や

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
の
問
題
な
ど
、
検

討
す
べ
き
点
も
多
い
と
思
う
。

　

民
間
委
託
実
施
の
前
に
、
市
の
方
針
を

明
確
に
し
て
お
く
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う

考
え
て
い
る
か
聞
き
た
い
。

総
務
部
長　

民
間
委
託
を
進
め
る
に
当
た

っ
て
は
、
行
政
責
任
の
明
確
化
、
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
来
た
さ
な
い
こ
と
、
市
民
の

声
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
、
の
三
条
件
を
留

意
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

今
後
は
、
こ
の
三
条
件
で
十
分
な
の
か

ど
う
か
、
検
討
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

委
員　

平
成
15
年

度
か
ら
始
ま
る
市

民
保
養
事
業
︵
ゆ

っ
た
り
リ
ゾ
ー
ト

こ
こ
ろ
の
旅
︶
は
、

６
０
０
０
万
円
の

予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
事

業
に
期
待
す
る
市
民
が

多
い
一
方
、
ま
だ
良
く

分
か
ら
な
い
と
い
う
声

も
聞
く
。

　

そ
こ
で
、
事
業
内
容

と
、
今
後
の
周
知
方
法

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

住
宅
勤
労
課
長
補
佐　

こ
の
事
業
は
、
本
年
４

月
１
日
か
ら
、
市
民
が

関
東
近
県
へ
旅
行
す
る

際
、
年
度
内
２
泊
を
限

度
に
大
人
３
０
０
０
円
、
子
供
２

０
０
０
円
を
市
が
助
成
す
る
も
の

で
あ
る
。
周
知
方
法
は
、
広
報
の

ほ
か
、
こ
の
事
業
の
市
指
定
取
扱

旅
行
業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で

の
Ｐ
Ｒ
や
、
営
業
所
へ
の
プ
レ
ー

ト
掲
示
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

委
員　

平
成
15
年

度
か
ら
、
学
童
ク

ラ
ブ
の
障
害
児
の

受
入
れ
が
、
小
学

校
４
年
生
ま
で
延

長
さ
れ
る
。
延
長

対
象
と
な
る
児
童

に
は
、
引
き
続
き

同
じ
学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
を
認

め
る
等
、
柔
軟
に
対
応
す
べ
き
と

思
う
が
、
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

学
童
ク
ラ
ブ
担
当
主
幹　

障
害
児

の
定
員
は
、
従
来
、
各
学
童
ク
ラ

ブ
２
名
、
全
体
で
44
名
と
な
っ
て

お
り
、
希
望
者
に
は
運
用
で
対
応

し
て
き
た
。
平
成
15
年
度
か
ら
は
、

心
身
障
害
者
学
級
設
置
校
の
小
学

校
区
の
学
童
ク
ラ
ブ
で
、
各
２
名

の
定
員
増
を
予
定
し
て
お
り
、
市

全
体
で
は
定
員
増
と
な
る
。

　

今
後
、
定
員
に
つ
い
て
は
、
施

設
面
や
多
く
の
子
供
を
預
か
る
う

え
で
の
課
題
等
を
考
え
な
が
ら
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

７
３
５
億
３
０
０
０
万
円

歳

入

歳

出

市　税市　税

418418億14751475万9千円千円

（56.956.9％）％）

み
ち
づ
く
り
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業

　
　
　
　

今

後

の

計

画

は

学
校
図
書
館
の
専
門
職
員

　
　
　

そ

の

役

割

は

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収
袋

　
　
　

増
設
の
考
え
は

新たな市民保養事業

　内容と周知方法は

障害児の学年延長

　児童増加の対策は

財
政
調
整
基
金

子
育
て
支
援
施
策

け
や
き
並
木
の
遊
歩
道

平
成
15
年
度
予
算
編
成
方
針

学
童
ク
ラ
ブ
等
の
民
間
委
託

平成15年度各会計別予算内訳 平成15年度一般会計予算款別内訳
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702億8000万円　　

143億8570万7千円

148億3950万4千円

78億8816万5千円

997億2154万8千円

22億4819万8千円

50億9401万7千円

25億8144万6千円

1017万2千円

1467億6875万7千円

2170億4875万7千円

735億3000万円　　

156億  224万円 　 

139億8670万8千円

80億3715万6千円

1015億5385万9千円

25億6901万6千円

48億  922万7千円

22億6038万円　  

999万3千円

1488億2857万9千円

2223億5857万9千円

△

△

△

△

一 般 会 計

合 計

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健 医 療

介 護 保 険

競 走 事 業

公 共 用 地

下 水 道 事 業

受 託 水 道 事 業

火 災 共 済 事 業

計

特　

別　

会　

計

区 　 　 　 分 平 成 15 年 度 平 成 14 年 度 伸率（％）

その他その他
5050億 

43154315万円万円    
（6.86.8％）％）    

衛生費衛生費
7171億　　億　　

38273827万9千円千円 　
（9.79.7％）％） 　　　　

公債費公債費
7272億81268126万2千円　千円　

（9.99.9％）　　　％）　　　 土木費土木費
6565億    

10971097万4千円千円
（8.98.9％）％）

国・都国・都
　支出金　支出金
　135135億54065406万2千円千円
　　　（　　　（18.418.4％）％）

民生費民生費

290290億235235万4千円千円

（39.439.4％）％）

総務費総務費
9494億58605860万3千円千円
（12.912.9％）％）

教育費教育費
9090億95379537万8千円千円
（12.412.4％）％）

その他
50億 

4315万円  
（6.8％）  

衛生費
71億　　

3827万9千円 　
（9.7％） 　　

公債費
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65億  

1097万4千円
（8.9％）

民生費

290億235万4千円

（39.4％）

総務費
94億5860万3千円
（12.9％）

教育費
90億9537万8千円
（12.4％）

その他その他
181181億61176117万9千円千円

（24.724.7％）％）

市　税

418億1475万9千円

（56.9％）

国・都
　支出金
　135億5406万2千円
　　　（18.4％）

その他
181億6117万9千円

（24.7％）

学　童
クラブ
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